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子
ど
も
の
居
場
所
、

楽しみながら学べる四季折々の
講演や教室開催楽しいイベント

力的な機能
をご紹介
魅

誰
し
も
感
じ
る
育
児
の
不
安
。

相
談
相
手
が
い
な
い
、
頼
れ
る

人
が
い
な
い
。
そ
ん
な
同
じ
悩

み
を
持
つ
仲
間
が
集
う
施
設
が
、

「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」で
す
。 親
の
居
場
所
。

　
「
い
つ
も
子
ど
も
と
２
人
き
り

で
話
し
相
手
が
い
な
い
」「
う
ち
の

子
は
ま
だ
歩
か
な
い
け
ど
大
丈
夫

だ
ろ
う
か
…
」そ
ん
な
悩
み
や
不

安
を
抱
え
る
保
護
者
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
施
設
が「
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
」で
す
。
子
育
て
中
は
誰
に

も
相
談
で
き
ず
、
ひ
と
り
で
悩
み

を
抱
え
る
こ
と
は
珍
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
ん
な
親
の
孤
立
を
防
ぎ
、

で
も
好
評
で
、
町
内
外
の
利
用
者

は
こ
こ
数
年
で
２
倍
以
上
に
増
加

し
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
河
口

百
合
恵
さ
ん
は「
悩
み
の
度
合
い

や
感
じ
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
、
話

し
て
み
て
分
か
る
こ
と
も
あ
る
。

同
じ
境
遇
や
悩
み
の
人
が
い
る
こ

と
は
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す
。

私
た
ち
が
子
ど
も
と
子
ど
も
、
親

と
親
を
つ
な
ぐ
手
助
け
に
な
れ
た

ら
」と
広
く
受
け
入
れ
る
姿
勢
で

利
用
者
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
に
行
け
ば
、
利
用
者
全

員
で
子
ど
も
を
見
守
り
合
え
る
。

悩
み
や
苦
労
を
共
有
し
、
共
感
し

て
も
ら
え
る
。
利
用
者
同
士
で
作

る
温
か
い
空
間
が
そ
こ
に
あ
り
ま

す
。
ま
ず
は
一
度
、
セ
ン
タ
ー
に

足
を
運
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
て
子

育
て
し
や
す
い
環
境
を
支
え
る
こ

と
が
こ
の
施
設
の
目
的
で
す
。

　

利
用
は
未
就
学
児
に
限
ら
れ
る

た
め
、
同
世
代
の
子
ど
も
の
交
流

や
親
同
士
の
情
報
交
換
が
可
能
。

ま
た
子
ど
も
を
預
け
る
保
育
所
や

幼
稚
園
と
違
い
、
親
子
一
緒
に
自

由
な
日
程
や
時
間
で
立
ち
寄
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
利
用
は
無
料
で
、

専
門
的
な
知
識
を
持
つ
保
育
士
が

常
駐
す
る
た
め
安
心
で
す
。

　

子
ど
も
の
成
長
は
個
人
差
が
大

き
く
、
子
育
て
に
明
確
な
答
え
は

あ
り
ま
せ
ん
。本
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
は
得
ら
れ
な
い
、
経
験
豊
か

な
先
輩
マ
マ
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
受

け
ら
れ
る
こ
と
も
魅
力
の
一
つ
で

す
。
福
智
町
の
セ
ン
タ
ー
は
近
隣

福智町地域子育て支援センター
育児中の親の孤立を防ぎ、子育てしや
すい環境作りのサポートをする施設。
乳幼児とその保護者が気軽に集い、情
報交換や交流ができる場所です。

施設の利用は全て無料。イベントなど
の情報は町公式ホームページや毎月発行
の「ハローママ」でもチェックできます。

　福智町公式ホームページ
➡生活の場面から探す「子育て」
➡子育て支援センターだより

町外からの利用
ですが、別のセンター

からここを紹介されてよく通っています。
子どもがやんちゃなので気を使います
が、ここは広くて部屋数も多く安心です。
家では１人で２人を見ないといけません
が、ここにくれば先生や他の利用者に助
けて頂ける。みんな親身に話を聞いてく
れて、子どもたちも楽しみにしています。

結婚してこの町
に来て、いつも子ども

と２人でした。一度だけ、と思って訪れた
センターが楽しくて、今では毎日のように
通っています。頼れる友人や先輩もでき
て、一緒にランチに行くなど輪が広がり
ました。いつも話すのは夕食や愚痴など
たわいもないことばかり。それでも毎日の
ように足を運んでしまう、癒しの場所です。

優しい先生や
ママ友に安心

毎日通える
２人の癒しの場

堀池 麻衣子さん
矢野 知子さん

衣都ちゃん
由依ちゃん

凌大ちゃん

ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
ー
【
１
】
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

DATA
住　　所

利用時間
利用料金
休 館 日
利用対象

電話・来所相談
連 絡 先

いつでも、気軽に
用事がなくても 安心の設備でサポート

授乳室完備で食事もOK

親子でゆっくりくつろげて、
気軽に遊べる広々とした空間。
親同士、子ども同士の小さな
出会いの場です。

食器も借りることができ昼食も
可能。新生児から幼児までの身
長・体重測定もでき、充実した
設備で子育てをサポートします。

子育ての悩み解消につながる育
児相談や実用的な講習のほか、

ヨガ教室やマッサージな
ど体験企画も好評です。

毎月絵本の読み聞かせや工作
など、楽しいイベントを企画中。
季節ごとの行事もあり、多くの
人と楽しい時間を過ごせます。

育て支援センター子

利用者増加
中！！

福智町弁城2239-10
（方城診療所横）
月～金（10時～16時）
無料
土、日、
０歳から就学前の子どもと
その保護者（祖父母も可 )
　　  ９時～16時
☎ 22-2401

授乳室もあって安心

楽しく遊べる広々 とした空間

親子でくつろげる「子育てサロン」

持ち込みで食事もできます

マッサージでリラックス！

クリスマスコンサート！

夏は友達とプール遊び

毎回大人気のヨガ体験

親子の小さな出会いの場

特
集

い
つ
で
も
誰
で
も
、
何
度
で
も

親
子
の
気
軽
な
憩
い
の
場

祝

ひとりじゃない特集

H28

212人

H29

454人

H30

600人

H31

663人
月平均
利用者数

67



特
集

役
場
や
学
校
・
区
長
な
ど
伝
え
る

場
所
は
ど
こ
で
も
大
丈
夫
。
そ
の

声
が
届
け
ば
、
そ
れ
が
支
援
に
つ

な
が
り
ま
す
」と
違
和
感
を
感
じ

た
と
き
は
身
近
な
機
関
へ
の
連
絡

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

不
登
校
に
潜
む
困
っ
た
こ
と
を

抱
え
た
ま
ま
子
ど
も
た
ち
が
成
長

し
て
い
く
と
、
将
来
的
に
も
っ
と

こ
う
す
れ
ば
よ
か
っ
た
、
と
後
悔

す
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

「
学
ぶ
機
会
は
大
人
が
守
る
べ
き
。

将
来
の
選
択
肢
は
い
く
つ
も
あ
る

こ
と
を
知
っ
て
い
て
欲
し
い
で
す
」。

　

孤
立
を
防
ぐ「
支
援
」は
決
し

て
難
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

何
げ
な
い
声
か
け
、
少
し
の
気
付

き
が
子
ど
も
の
未
来
を
守
る
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

（スクールソーシャルワーカー）SSW

子
ど
も
た
ち
の

思
い
に

気
付
い
て
い
ま
す
か

～
遅
刻
・
不
登
校
の
支
援
を
通
じ
て
～

●人権のまちづくり講
座

　「不登校」とは「何
らかの心理的・情緒的

・身体的あるいは社
会的あるいは社会的

要因・背景により登
校しないあるいはし

たくともできない状
況にあるために年間

30日以上欠席した者
のうち、病気や経済

的な理由による者を
除いたもの」と定義

しています。文部科
学省が公表した平成

30年度の不登校児童
生徒数は164,528

人で、福智町におい
ても不登校児童生徒

が多くその要因はさ
まざまです。

　渡邉聡子さんの講
演をとおして、福智町

の困っている子どもた
ちの思いに気付き、

それぞれの立場で何
が出来るのかを一緒

に考える時間となれ
ば幸いです。

問福智町ほのぼの館　
☎0947-22-6290

講師・渡邉聡子さん

不登校当事者
（現・大学生）の
体験談もあり

子
ど
も
の
遅
刻
・
不
登
校

孤
立
さ
せ
な
い
見
守
り
。

↑市場小学校で渡邊先生が勤務する相談室。相談の
ためだけではなく、気軽に雑談や遊びができる空間
として開かれて、いつも多くの児童が訪れています。

　学校や日常生活における問題に直
面する子どもを支援する福祉専門職。
主に教育委員会から非常勤で配置さ
れ、社会福祉士か精神保健福祉士の
資格を持つ人や、教員ＯＢなどが役
割を担います。家庭での虐待や貧困
などが絡むケースも多い不登校やい
じめなどの問題を、当事者の子どもだ
けでなく、家族や友人・学校・地域な
ど周囲に働きかけて解決を図ります。
福智町でも各中学校区（赤池・金田・
方城）に１名ずつ派遣されており、随
時子どもや保護者の相談を受け付け
ています。訪問日や時間などの詳細
は、各学校にお問い合わせください。

「
学
校
で
学
ぶ
、
普
通
の
こ
と
が

 

で
き
な
い
苦
悩
が
あ
り
ま
し
た
」

テレビや漫画が教科書の幼少期。18歳で小学生に

れ
て
お
ら
ず
、
実
際
は
こ
の
倍
以

上
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

先
生
や
友
人
と
の
人
間
関
係

に
不
安
が
あ
る
、
勉
強
に
つ
い
て

い
け
ず
、
学
習
が
苦
痛
で
あ
る

な
ど
、
登
校
で
き
な
い
理
由
は
さ

ま
ざ
ま
で
す
。
福
智
町
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
渡
邊
聡

子
さ
ん
は
「
不
登
校
に
至
る
ま
で

の
経
過
は
様
々
で
す
が
、
遅
刻
が

ち
に
な
り
、
休
み
が
目
立
つ
よ
う

に
な
る
な
ど
事
前
の
兆
候
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
登
校
し
て
い
る
子
ど

も
の
中
に
は
親
が
毎
朝
説
得
し
、

な
ん
と
か
送
り
出
し
て
い
る
家
庭

も
あ
る
。
子
ど
も
の
対
応
に
親
も

困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
わ
り
に
心
配
を
か
け
た
く
な
い

一
心
で
、
一
人
で
抱
え
込
む
子
も

い
る
。
子
ど
も
が
出
す
Ｓ
Ｏ
Ｓ
の

サ
イ
ン
に
気
付
い
て
あ
げ
て
欲
し

い
」と
家
族
や
周
囲
の
見
守
り
の

大
切
さ
を
強
調
し
ま
す
。

　

不
登
校
は
大
き
な
問
題
で
あ

り
、
そ
の
先
に
は
様
々
な
状
況
の

中
で
困
っ
て
い
る
子
ど
も
や
親
が

い
ま
す
。
渡
邊
さ
ん
は「
も
し
知
っ

て
い
る
子
が
一
人
で
登
下
校
し
て

い
た
り
、
暗
い
顔
で
い
る
の
を
見

か
け
た
ら
、
声
を
か
け
て
み
て
く

だ
さ
い
。
そ
れ
が
で
き
な
く
て
も
、

援は特別な
ことじゃない
支

人

渡邉先生が大切にしていることSSW

1
2
3渡邊 聡子さん

福智町SSW（赤池地区担当）

孤
独
を
感
じ
、
気
持
ち
を
隠
し
て

登
校
し
て
い
る
子
ど
も
が
い
ま
す
。

人
間
関
係
、
家
庭
の
問
題
等
。

学
校
に
通
え
る
こ
と
は
、必
ず
し
も

「
当
た
り
前
」で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

文
部
科
学
省
が
定
め
る「
不
登

校
」の
定
義
は「
年
間
30
日
以
上

欠
席
し
た
児
童
生
徒
の
う
ち
、
何

ら
か
の
理
由
で
登
校
し
な
い
、
し

た
く
と
も
で
き
な
い
状
況
に
あ
る

者
」と
さ
れ
て
お
り
、
調
査
に
よ

る
と
平
成
30
年
度
で
そ
の
数
は

約
16
万
５
千
人
に
の
ぼ
り
ま
す
。

し
か
し
保
健
室
登
校
や
欠
席
日

数
が
29
日
以
下
の
子
ど
も
は
含
ま

不
登
校
の
兆
候
を
見
逃
さ
な
い

心
の
動
き
を
感
じ
る
見
守
り

子
ど
も
の
思
い
を
守
り

支
援
に
つ
な
げ
る
気
付
き

ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
ー
【
２
】
遅
刻
・
不
登
校
支
援
は
周
囲
の
見
守
り
か
ら

ひとりじゃない特集

　権のまちづくり講座開催

不登校当事者・現大学生 I さんの実体験

自分はなぜ学校に行けないんだ
ろう、と感じたのは７歳の時。

両親は生活が苦しく、私を学校に
行かせていませんでした。テレビや
漫画で見る学校生活。自分だけ周
りと違うことをいつも感じていまし
た。アルバイトの面接でも、履歴
書に書ける内容が何もありません。

自己有用感を高める
　自己肯定感（自信）をつける以前に、自己
有用感（必要とされる感覚）を持たせることが
大切です。「あなたがいるから本当に助かる。
これからもよろしくね」など、必要な存在で
あることを認め、伝えることが重要です。

大人を頼る意識を作る
　子どもの本音は、会話や遊びの中でこぼ
れることもあります。話を聞いてあげること
は子どもにとって大きな安心です。この受け
入れてもらえた感覚と経験を積み重ねること
で、人に頼る意識が芽生えていきます。

小さなサインを見逃さない
　周りから見た「困った子」は、多くの場合は
問題を抱えた「困っている子」。さびしさや環
境になじめないいら立ちが、行動に出てしま
うことがあります。子どもの心のサインを見
逃さず、早期発見・早期解決が重要です。

SSWの渡邊先生が、遅刻・不登校支援の経験
から気付いた子どもの思いや周囲にできること
を講演。大学生 Iさんの体験談も交えながら、
本当に必要な支援を参加者とともに考えます。

しかし18歳で人に勧められ、小学
校に編入。それから多くの困難に
直面しましたがその度に誰かが救
いの手を向けてくれました。親がす
べてだと思っていた自分が、助けて
くれる人がいることを知った。当た
り前ができない人たちを助ける、そ
の方法は必ずあると思います。

問保健課 隣保館係 ほのぼの館 ☎ 22-6290
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